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健康の仲間たち 

　「
加
齢
黄
斑
変
性
」と
い
う
病
気
を
ご
存
知
で
す
か
？ 

こ
れ
は
網
膜
の

中
心
部
に
あ
っ
て
、視
力
を
つ
か
さ
ど
る
黄
斑
に
異
変
が
生
じ
、視
野
の
中

心
が
ぼ
や
け
た
り
、歪
ん
で
見
え
る
な
ど
視
力
の
低
下
を
招
く
疾
患
で
す
。 

　
病
名
の
通
り
“加

齢
„が
主
原
因
で
、高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、国
内
で
も

患
者
数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
加
齢
黄
斑
変
性
は
失
明
に
至
る
こ
と
も
あ

る
眼
病
で
す
が
、一
般
に
は
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
横
浜
市
立
大
学
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
眼
科
教
授
の
門

之
園
一
明
先
生
と
同
助
教
の
鈴
木
美
砂
先
生
に
、
加
齢
黄
斑

変
性
と
最
新
の
治
療
法
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。 

最 新 医 療 情 報  最 新 医 療 情 報  

急
増
す
る
加
齢
黄
斑
変
性 

視
力
が
低
下
、ひ
ど
い
と
失
明
も 

タ
バ
コ
は
危
険
因
子 

画
期
的
な
治
療
法
も
登
場 横浜市立大学附属 

市民総合医療センター 眼科教授 

門之園 一明 先生 
かどのその　かずあき 

横浜市立大学附属 
市民総合医療センター 眼科助教 

鈴木 美砂 先生 
す ず き  み  さ  

視
力
が
低
下
、ひ
ど
い
と
失
明
も 

タ
バ
コ
は
危
険
因
子 

画
期
的
な
治
療
法
も
登
場 

滲出型黄斑変性 
脈絡膜新生血管からの出血がみられます。 

■
加
齢
黄
斑
変
性
と
は
、
ど
の

よ
う
な
病
気
で
す
か
。 

 

門
之
園
　
網
膜
の
中
心
部
に
は
、

黄
斑
と
言
っ
て
、
視
力
を
つ
か

さ
ど
る
重
要
な
部
位
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
の
黄
斑
の
働

き
に
よ
り
、
物
の
形
や
大
き
さ
、

色
な
ど
を
識
別
で
き
る
わ
け
で

す
。 

　
こ
の
黄
斑
が
加
齢
な
ど
に
伴

っ
て
異
常
を
き
た
し
、
視
力
に

障
害
が
起
き
る
。
こ
れ
を
加
齢

黄
斑
変
性
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

鈴
木
　
加
齢
黄
斑
変
性
に
は
萎

縮
型
と
滲
出
型
の
二
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
り
ま
す
。
萎
縮
型
は
網

膜
の
細
胞
が
加
齢
と
と
も
に
老

化
・
萎
縮
す
る
も
の
で
、徐
々
に

視
力
が
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

　
滲
出
型
は
、
網
膜
の
外
側
に

あ
る
脈
絡
膜
に
新
生
血
管
と
い

う
病
的
な
血
管
が
で
き
、
こ
こ

か
ら
の
出
血
な
ど
が
原
因
で
、

黄
斑
を
含
む
網
膜
の
機
能
に
異

常
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
タ
イ

プ
は
進
行
が
早
く
、
急
激
な
視

力
低
下
を
招
き
ま
す
。 

■
一
番
の
原
因
は
加
齢
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
他
に
原
因
は
な

い
の
で
す
か
。 

 

門
之
園
　
加
齢
以
外
に
は
っ
き

り
し
た
原
因
は
分
か
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
活
性
酸
素
に
よ
る
組

織
障
害
が
老
化
に
関
与
し
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
外
的
要
因
が
酸
化

ス
ト
レ
ス
を
促
進
し
て
お
り
、

な
か
で
も
眼
に
お
い
て
は
、
紫

外
線
や
青
色
光
の
影
響
が
強
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
抗
酸
化
作
用
を
有
す
る
物
質

と
し
て
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、Ｅ
、β
‐

カ
ロ
チ
ン
、
亜
鉛
、
銅
、
ル
テ
イ

ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
過
剰

摂
取
に
よ
る
害
も
あ
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
喫
煙
は
、
活
性
酸
素
の

活
動
を
刺
激
す
る
と
言
わ
れ
、

危
険
因
子
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

      

■
加
齢
黄
斑
変
性
の
症
状
は
？ 

 
鈴
木
　
網
膜
の
中
心
部
に
異
常

が
生
じ
る
た
め
、
視
野
の
中
心

の
最
も
よ
く
見
よ
う
と
す
る
部

分
が
見
え
に
く
く
な
り
ま
す
。 

　
初
期
の
場
合
は
、
変
視
症
と

言
っ
て
、
物
が
歪
ん
で
見
え
ま

す
。
症
状
が
進
む
と
、
変
視
の

程
度
が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
さ

ら
に
中
心
暗
点
と
言
っ
て
、
見

た
い
部
分
が
欠
け
た
り
、
黒
く

な
っ
て
見
え
た
り
し
ま
す
。 

 

門
之
園
　
加
齢
黄
斑
変
性
は
痛

み
な
ど
を
伴
わ
な
い
た
め
、
つ

い
軽
視
し
が
ち
で
す
が
、
油
断

し
ん
し
ゅ
つ 

物
が
歪
ん
だ
り

物
が
歪
ん
だ
り 

ぼ
や
け
る

ぼ
や
け
る 

物
が
歪
ん
だ
り 

ぼ
や
け
る 



最新医 療 情 報  

滲
出
型
加
齢
黄
斑
変
性
の
自
覚
症
状
の
チ
ェ
ッ
ク
法
に
つ
い
て 

左
の
図
の
中
心
を
片
目
ず
つ
見
つ
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

は
禁
物
。
特
に
滲
出
型
の
場
合

は
、
急
激
に
視
力
が
低
下
し
、

放
置
す
る
と
失
明
の
恐
れ
も
あ

り
ま
す
。
現
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、

加
齢
黄
斑
変
性
が
高
齢
者
の
失

明
原
因
の
第
１
位
を
占
め
て
い

ま
す
。 

 

■
加
齢
黄
斑
変
性
の
治
療
法
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。 

 

門
之
園
　
現
在
、
日
本
で
広
く

行
わ
れ
て
い
る
の
は
「
光
線
力

学
的
療
法
」で
す
。 

 

鈴
木
　
こ
れ
は
光
に
反
応
す
る

薬
剤
を
体
内
に
注
射
し
、
そ
の

後
で
病
変
全
体
を
レ
ー
ザ
ー
照

射
し
原
因
と
な
る
新
生
血
管
を

閉
塞
さ
せ
、
病
変
の
活
動
性
を

抑
え
る
治
療
で
す
。 

　
光
線
力
学
的
療
法
は
、
病
変

部
の
み
に
影
響
を
与
え
る
た
め
、

周
辺
の
健
康
な
網
膜
は
保
た
れ

ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
画
期
的

な
治
療
法
で
す
。 

　
治
療
効
果
は
個
人
差
が
あ
る

た
め
、
継
続
的
に
検
査
を
し
て

追
加
治
療
を
決
定
し
ま
す
。
初

回
の
場
合
は
３
泊
４
日
程
度
の

入
院
が
必
要
で
す
。 

　
光
線
力
学
療
法
で
視
力
が
回

復
す
る
方
も
い
ま
す
が
、
２
割

位
は
治
療
し
て
も
悪
化
す
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
治
療

前
に
医
師
と
十
分
相
談
し
て
治

療
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
眼
科
Ｐ
Ｄ
Ｔ
研
究
サ
イ
ト

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

〈http://w
w
w
.pdti.jp/

〉 
      

■
加
齢
黄
斑
変
性
の
予
防
法
は

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

門
之
園
　
基
本
的
に
加
齢
が
原

因
で
す
か
ら
、
こ
れ
と
い
っ
た

予
防
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
前
述
の
よ
う
に
、
活
性

酸
素
や
欧
米
風
の
食
生
活
・
栄

養
状
態
な
ど
も
関
係
し
て
い
ま

す
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
を
心
が
け
、
特
に
活
性
酸
素

の
働
き
を
抑
制
す
る
抗
酸
化
ビ

タ
ミ
ン（
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
Ｃ
、
β

‐
カ
ロ
チ
ン
）や
ミ
ネ
ラ
ル
、ル
テ

イ
ン
な
ど
を
食
事
や
サ
プ
リ
メ

ン
ト
な
ど
で
摂
取
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
そ
し
て
危
険
因
子

の
タ
バ
コ
を
や
め
る
べ
き
で
し

ょ
う
。 

 

鈴
木
　
片
眼
の
ご
く
軽
度
な
加

齢
黄
斑
変
性
は
気
づ
か
な
い
こ

と
も
あ
る
の
で
、
少
な
く
と
も

年
１
回
は
眼
科
医
で
定
期
健
診

を
受
け
る
こ
と
を
お
ス
ス
メ
し

ま
す
。 

門
之
園
　
高
齢
化
の
進
展
に
伴

い
、
加
齢
黄
斑
変
性
は
今
後
ま

す
ま
す
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

失
明
の
悲
劇
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

定
期
的
に
眼
科
で
健
診
を
受
け
、

早
期
発
見
・
治
療
に
努
め
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。 

下
図
の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
加
齢
黄
斑
変
性
の
可
能
性 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
眼
科
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

線がぼけて薄暗く見える 中心が歪んで見える 部分的に欠けて見える 

60
歳
を
過
ぎ
た
ら

歳
を
過
ぎ
た
ら 

定
期
眼
健
診
を

定
期
眼
健
診
を 

60
歳
を
過
ぎ
た
ら 

定
期
眼
健
診
を 



深夜帯（午前0時～朝6時）の 
初期救急医療を担う 
市内8カ所に配備 

医療クローズアップ  

スタートした基幹病院 

「
基
幹
病
院
」
と
は
聞
き
な
れ
な

い
言
葉
で
す
。
ど
の
よ
う
な
病

院
な
の
で
す
か
。 

 

古
谷
　
横
浜
市
に
お
け
る
夜
間

の
救
急
医
療
の
改
善
策
の
一
つ

と
し
て
新
た
に
生
ま
れ
た
制
度

で
す
。 

　
診
療
所
や
一
般
の
病
院
の
診

療
が
終
了
し
た
後
の
初
期
救
急

医
療
は
、
現
在
、
桜
木
町
の
横

浜
市
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
（
中

区
）
と
北
部
夜
間
急
病
セ
ン
タ

ー
（
都
筑
区
）、
南
西
部
夜
間
急

病
セ
ン
タ
ー
（
泉
区
）
の
市
内

３
カ
所
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
、
桜
木
町
の
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
は
、
北
部
・
南

西
部
の
両
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

が
診
療
を
終
了
し
た
後
の
深
夜

帯
（
深
夜
０
時
〜
朝
６
時
）
も
、

内
科
・
小
児
科
の
初
期
救
急
診

療
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
①
救
急
患
者
は

深
夜
帯
よ
り
も
準
夜
帯
（
午
後

６
時
〜
午
前
０
時
）
に
集
中
す

る
傾
向
が
強
い
。
②
深
夜
帯
の

患
者
は
重
症
者
が
多
く
、転
送
・

入
院
と
な
る
率
が
高
い
。
③
転

送
・
入
院
の
要
否
を
判
断
に
要

す
る
検
査
機
器
等
が
夜
間
急
病

セ
ン
タ
ー
で
は
十
分
な
整
備
が

出
来
て
い
な
い
。
な
ど
に
加
え
、

深
夜
帯
の
診
療
を
担
当
す
る
医

師
や
看
護
師
の
確
保
が
小
児
科

医
だ
け
で
な
く
極
め
て
困
難
な

状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
桜
木

町
の
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
は
、昨

年
４
月
を
も
っ
て
内
科
・
小
児

科
の
深
夜
帯
の
診
療
を
取
り
止

め
ま
し
た
。 

　
そ
こ
で
、こ
れ
に
代
わ
る
も
の

と
し
て
、従
来
二
次
救
急
を
担
当

し
て
い
た
市
内
８
カ
所
の
病
院

に
深
夜
帯
に
は
内
科
・
小
児
科

の
初
期
救
急
医
療
も
診
療
し
て

い
た
だ
く
制
度
と
し
て「
基
幹

病
院
」制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 「
基
幹
病
院
」の
役
割
と
そ
の
認

定
の
条
件
を
も
う
少
し
詳
し
く

教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

古
谷
　
基
幹
病
院
は
従
来
よ
り

二
次
救
急
に
携
わ
っ
て
い
た
病

院
で
深
夜
帯
に
は
内
科
・
小
児

科
の
初
期
救
急
診
療
を
３
６
５

日
対
応
で
き
る
病
院
を
指
定
し

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
救
急
の
外
来
患

者
を
診
療
す
る
内
科
と
小
児
科

の
医
師
を
そ
れ
ぞ
れ
一
人
以
上

配
置
で
き
る
こ
と
、
ま
た
小
児

科
に
つ
い
て
は
、
入
院
を
要
す

る
と
診
断
さ
れ
た
お
子
さ
ん
を
、

入
院
後
も
責
任
を
も
っ
て
そ
の

病
院
で
診
療
出
来
る
よ
う
、
常

勤
の
小
児
科
医
が
４
人
以
上
い

る
こ
と
が
基
幹
病
院
と
な
る
条

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

基
幹
病
院
は
現
在
、
市
内
8
カ

所
に
あ
る
そ
う
で
す
ね
。 

 

古
谷
　
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た
条

件
を
満
た
す
市
内
の
病
院
の
中

か
ら
、
横
浜
市
立
市
民
病
院
な

ど
８
つ
の
病
院（
左
参
照
）が
、深

夜
帯
の
初
期
救
急
医
療
を
担
う

基
幹
病
院
と
し
て
配
備
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
午
前
０
時
以
降
に
身
体
の
具

合
が
悪
く
な
っ
た
時（
但
し
内

科
・
小
児
科
）に
は
最
寄
り
の
基

幹
病
院
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

横浜市医師会 

古谷 正博 常任理事 

　
横
浜
市
の
夜
間
の
初
期
救
急
医
療
を
担
う「
基
幹
病
院
」制
度
が
平
成

18
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
が
整
備
を
進
め
て
い
る「
小
児
救

急
拠
点
病
院
」
制
度
が
医
師
の
配
備
等
の
問
題
か
ら
完
備
出
来
ず
、そ
の

経
過
措
置
と
し
て
新
設
さ
れ
た
制
度
で
す
。
現
在
市
内
8
カ
所
の
病
院

が「
基
幹
病
院
」と
し
て
こ
れ
ま
で

の
2
次
救
急
へ
の
対
応
に
加
え
、深

夜
帯
に
は
内
科
・
小
児
科
の
一
次
救

急
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。 

 
「
基
幹
病
院
は
何
か
」に
つ
い
て
、

横
浜
市
医
師
会
の
古
谷
正
博
常
任

理
事
（
地
域
医
療
担
当
）に
解
説
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

●昭和大学横浜市北部病院 都筑区茅ヶ崎中央35-1   （045）949－7000 
●横浜労災病院 港北区小机町3211   （045）474－8111 
●済生会横浜市東部病院 鶴見区下末吉3-6-1   （045）576－3000 
●横浜市立市民病院 保土ヶ谷区岡沢町56   （045）331－1961 
●国立病院機構横浜医療センター 戸塚区原宿3-60-2   （045）851－2621 
●横浜市立みなと赤十字病院 中区新山下3-12-1   （045）628－6100 
●済生会横浜市南部病院 港南区港南台3-2-10   （045）832－1111 
●横浜南共済病院 金沢区六浦東1-21-1   （045）782－2101

午前0時以降の内科・小児科の 
初期救急診療に対応する「基幹病院」 



障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
を
支
え
、 

社
会
復
帰
な
ど
を
手
助
け 

医療を支える人々 

　
病
気
や
ケ
ガ
の
後
遺
症

で
、
も
し
体
が
不
自
由
に

な
っ
た
ら
…
。
そ
ん
な
時
、

歩
行
な
ど
基
本
的
な
運
動
機
能

を
維
持
・
回
復
す
る
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
の
が
理
学
療
法

士
で
す
。 

　
英
語
の
頭
文
字
を
と
っ
て
、通

称
は
Ｐ
Ｔ（Physical Therapist

）。

脳
出
血
や
脳
梗
塞
な
ど
の
患
者

が
増
え
る
一
方
の
高
齢
社
会
に

あ
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
お
り
、
医

療
や
リ
ハ
ビ
リ
の
現
場
で
欠
か

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
横
浜
市
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
機
能
訓
練

課
で
働
く
佐
藤
史
子
さ
ん
は
、

こ
の
道
12
年
の
理
学
療
法
士
。

10
人
の
仲
間
と
と
も
に
毎
日
、

小
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
数
多
く

の
障
害
者
の
リ
ハ
ビ
リ
を
支
援

し
て
い
ま
す
。 

　
Ｐ
Ｔ
の
仕
事
は
、
マ
ヒ
し
た

身
体
の
う
ち
、
主
に
歩
く
、
立

つ
、
座
る
、
起
き
上
が
る
と
い

っ
た
基
本
的
な
運
動
機
能
を
維

持
し
た
り
、回
復
さ
せ
る
こ
と
。

そ
の
た
め
、
個
々
の
患
者
さ
ん

に
適
し
た
リ
ハ
ビ
リ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
組
み
、
運
動
や
電
気
刺

激
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
温
熱
な
ど

様
々
な
療
法
を
施
し
ま
す
。 

　「
マ
ヒ
し
た
運
動
機
能
を
何
と

か
取
り
戻
そ
う
と
、
み
な
さ
ん

一
生
懸
命
で
す
。
私
た
ち
の
お

手
伝
い
が
功
を
奏
し
、
リ
ハ
ビ

リ
が
成
功
し
た
時
は
本
当
に
嬉

し
い
で
す
ね
」と
佐
藤
さ
ん
。 

　
Ｐ
Ｔ
に
な
る
に
は
、高
校
を
卒

業
後
、
大
学
の
専
門
学
科
や
専

門
学
校
な
ど
で
３
年
以
上
、
必

要
な
知
識
と
技
能
を
履
修
し
、

国
家
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

　
佐
藤
さ
ん
も
、
高
校
時
代
に

Ｐ
Ｔ
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ
を
見

て
、
こ
の
職
業
に
あ
こ
が
れ
、
箱

根
に
あ
る
３
年
制
の
専
門
学
校

で
、
勉
学
に
励
み
ま
し
た
。 

　
晴
れ
て
資
格
を
取
得
後
は
、

今
の
職
場
へ
。
以
来
リ
ハ
ビ
リ

の
専
門
技
術
者
と
し
て
、
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　「
Ｐ
Ｔ
っ
て
、
と
て
も
や
り
甲

斐
の
あ
る
仕
事
。
患
者
さ
ん
が

辛
い
リ
ハ
ビ
リ
に
耐
え
、
社
会

復
帰
が
で
き
る
ま
で
に
機
能
を

回
復
し
た
時
な
ど
は
、
感
激
で

何
と
も
言
え
ま
せ
ん
」 

　
そ
う
語
る
佐
藤
さ
ん
の
顔
は
、

生
き
生
き
と
輝
い
て
い
ま
す
。 

横
浜
市
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

機
能
訓
練
課 

理
学
療
法
士 

佐
藤 

史
子 

さ
ん 

健 康 食 品  

　最近、健康食品がブームです。そ
もそも「健康食品」とは何でしょう
か。「健康食品」とは学問的に定義
されたものではなく、便宜的に使
用されている用語で、「健康補助食
品」「栄養補助食品」「サプリメント」
等、さまざまな名称で呼ばれてい
ます。一般に粉末、顆粒、錠剤、
或いはカプセル等の形をしている
ので外観上は「医薬品」とほとんど
見分けがつかないものが多いが「健
康食品」は「食品」に分類されてお
り効能、効果を宣伝することはで
きません。 
　日本で人気の健康食品は数多く

存在しますが、では具体的にどんな
効果があるのでしょうか。例えば
「アガリクス茸」「プロポリス」「サメ
軟骨」「メシマコブ」、これらの何れ
もが癌を抑制する作用があると言
いますが、科学的に実証されたも
のはありません。他の「健康食品」
の効能、効果は次の様です。 
　葉酸（先天異常の予防効果）、ブ

ルーベリー（下肢静脈や妊娠中の血
行障害の改善）、大豆イソフラボン
（更年期障害のほてりを軽減、骨粗
鬆症や虚血性心疾患の改善作用）、
ブラックコホッシュ（更年期障害、関
節炎の改善）、貞操木（月経異常、更
年期障害を改善）。これらの中には
効果がかなりはっきり認められて
いるものから疑わしいものまであ
ります。何れにしても消費者自身
が必要とするもので、有害な成分
が含まれていないものを選ぶ。こ
れが健康食品を購入する際に大前
提になるといえるでしょう。 
（みんなの健康編集委員会 木村 知夫） 



自
分
で
つ
く
る
元
気
な
か
ら
だ
！ 

せ
っ
せ
と
歩
い
て
丈
夫
な
体
を 

健康の仲間たち 

健康の仲間たち 

シリーズ
 

● 

 

森
林
公
園 

健
康
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ 

会
長 

佐
々
木 

茂
雄 

さ
ん 

　
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
平
成

ニ
ッ
ポ
ン
は
健
康
ブ
ー
ム
。
後

半
人
生
を
楽
し
く
、
元
気
に
過

ご
そ
う
と
、
健
康
づ
く
り
が
盛

ん
で
す
。
横
浜
市
中
区
の「
森
林

公
園  

健
康
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
」も
、
そ
ん
な
団
体
の
一
つ
。

健
康
講
話
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
、

丈
夫
な
体
づ
く
り
に
励
ん
で
い

ま
す
。 

 

健
康
講
話
や
体
操
も 

 

　
ク
ラ
ブ
が
発
足
し
た
の
は
昨

年
６
月
。
会
長
の
佐
々
木
茂
雄

さ
ん
が
、
自
ら
が
所
属
す
る
中

区
民
協
議
会
や
誘
導
・
音
訳
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
仲

間
に
呼
び
か
け
、市
の「
町
ぐ
る

み
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
」の
助

成
も
受
け
て
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
会
の
一
番
の
特
徴
は
、
楽

し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
励

む
こ
と
。
そ
の
た
め
、
た
だ
歩

く
だ
け
で
な
く
、
講
師
を
招
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
や
栄
養

に
つ
い
て
の
講
話
を
聞
い
た
り
、

転
倒
予
防
の
体
操
や
ヨ
ガ
、
太

極
拳
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
楽
し

い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
開
催
日
は
月
２
回
、
午
前
10

時
か
ら
。
活
動
拠
点
の
簑
沢
地

域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
に
会
員
た
ち
が

集
ま
り
、
ま
ず
そ
の
日
に
予
定

さ
れ
た
健
康
講
話
や
体
操
な
ど

各
種
の
催
し
を
楽
し
み
ま
す
。

こ
れ
が
約
１
時
間
。
そ
の
後
は

近
く
の
根
岸
森
林
公
園
で
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
に
汗
を
流
し
ま
す
。 

　
梅
雨
が
一
服
し
、
久
々
に
晴

れ
間
が
の
ぞ
い
た
７
月
下
旬
の

あ
る
日
、
開
催
日
の
様
子
を
の

ぞ
い
て
見
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
の
催
し
は
、
い
つ
も

と
趣
向
を
変
え
、
暑
中
見
舞
い

の「
絵
手
紙
」づ
く
り
で
す
。
テ

ー
ブ
ル
に
緑
の
葉
を
置
き
、
そ

れ
を
ハ
ガ
キ
に
写
生
し
て
、
絵

手
紙
を
作
成
し
ま
す
が
、
初
め

て
の
挑
戦
と
あ
っ
て
、
思
う
よ

う
に
絵
筆
が
進
み
ま
せ
ん
。 

  

「
こ
の
絵
、
ち
ょ
っ
と
変
だ
よ

ね
」「
い
や
ぁ
、
難
し
い
」
と
い
っ

た
声
が
会
員
の
中
か
ら
上
が
り
、

そ
の
度
に
笑
い
声
が
弾
け
ま
す
。

約
１
時
間
後
。
悪
戦
苦
闘
の
末

に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
な
絵

手
紙
が
完
成
。
講
師
の
先
生
か

ら
合
格
点
が
出
て
、
ど
の
顔
も

満
足
そ
う
で
す
。 

 

緑
の
風
の
中
で
、 

楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

　
絵
手
紙
づ
く
り
の
後
は
、
根

岸
森
林
公
園
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
。
緑
の
風
の
中
を
、
思
い
思

い
の
ス
タ
イ
ル
で
せ
っ
せ
と
歩

き
ま
す
。「
仲
間
と
お
し
ゃ
べ
り

し
な
が
ら
歩
く
。
こ
れ
が
ま
た

楽
し
い
ん
で
す
」と
世
話
人
の
一

人
で
も
あ
る
谷
田
部
孝
子
さ
ん
。 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
定
例
会
場

は
森
林
公
園
で
す
が
、
時
に
は

歴
史
探
訪
を
兼
ね
て
、
中
区
内

の
史
跡
め
ぐ
り
や
鎌
倉
散
策
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
口
コ
ミ
で
少
し
ず
つ
輪
が
広

が
り
、
会
員
は
男
女
合
わ
せ
て

17
人
。
40
〜
70
代
ま
で
年
齢
は

様
々
で
す
が
、
平
均
年
齢
は
60

代
と
か
。「
自
分
で
つ
く
る
元
気

な
か
ら
だ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
み

な
さ
ん
元
気
い
っ
ぱ
い
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
中
心
に
し
た
活
動

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 



待 

合 

室 

こ

んな
時どうする

　現在、日本人の平均

寿命は女性 86 歳、男性

79 歳、男女あわせた平

均寿命は 82 歳で、日本

は世界一の長寿国です。

日本の国民健康水準は

世界一といわれています。

一方、国民健康水準を支

える国民医療費はさほ

ど高くはありません。

GDP（国内国民総生産：

一定期間内に国内で産

み出された付加価値の

総額、国民が産み出した

富の総額）に対する国民

医療費比はアメリカ14.7%、

スイス11.1%、ドイツ10.6%、

ギリシア10.3%、フランス

10.0%、ノルウェー9.9%、

ポルトガル9.5%、・・・、日

本 7.9%と報告されてい

ます（OECD Health Data, 

2002）。OECD（経済協力

開発機構）加盟40カ国中、

日本は18位で、日本の医

療費が高いということは

ないのです。平均寿命は

高く、医療費は低いのに、

国の考えは今後もさら

に医療費削減一点張り

です。みなさまどう思わ

れますか。　　  （S.N.） 

性
病
に
は
ど
ん
な
種
類
が 

あ
る
の
で
し
ょ
う
？ 

 

　
日
本
性
感
染
症
学
会
で
は
、

以
下
の
感
染
症
を
性
感
染
症（
性

病
）と
分
類
し
て
い
ま
す
。 

①
梅
毒 

②
淋
菌
感
染
症 

③
性

器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症 

④
性
器

ヘ
ル
ペ
ス 

⑧
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ 

⑨
性
器
伝
染
性
軟
属
腫 

⑩
膣

ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症 

⑪
細
菌
性
膣

症 
⑫
ケ
ジ
ラ
ミ
症 

⑬
性
器
カ
ン

ジ
タ
症 
⑭
非
ク
ラ
ミ
ジ
ア
性
非

淋
菌
性
尿
道
炎 
⑮
軟
性
下
疳 

⑯
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ 
⑰
Ａ
型
肝

炎 

⑱
Ｂ
型
肝
炎 
⑲
Ｃ
型
肝
炎 

⑳
赤
痢
ア
メ
ー
バ
症 

　
た
だ
し
、
細
菌
性
膣
症
、
性

器
カ
ン
ジ
タ
症
、
Ａ
型
肝
炎
、
Ｂ

型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎
な
ど
は
他

の
原
因
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、

性
交
渉
に
よ
る
感
染
は
一
部
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
中
で
も
、
現
在
流
行
し

て
い
る
淋
菌
感
染
症
と
性
器
ク

ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。 

 

ど
の
よ
う
な
症
状
が 

あ
る
の
で
す
か
？ 

 

　
淋
菌
感
染
症
、ク
ラ
ミ
ジ
ア
感

染
症
と
も
初
期
感
染
の
場
合
、

男
性
は
排
尿
時
に
痛
み
が
あ
る
、

膿
が
出
る
と
い
っ
た
症
状
が
特

徴
的
で
す
。
女
性
は
お
り
も
の

が
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

無
症
状
の
こ
と
が
多
く
感
染
し

た
こ
と
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
特
に
ク
ラ
ミ

ジ
ア
感
染
症
で
は
症
状
が
軽
く

男
女
と
も
自
覚
症
状
が
少
な
い

の
が
特
徴
で
す
。 

　
女
性
で
は
淋
菌
、
ク
ラ
ミ
ジ

ア
感
染
症
と
も
感
染
が
進
行
す

る
と
、
卵
管
、
卵
巣
や
子
宮
周

囲
の
炎
症
が
起
こ
り
骨
盤
内
感

染
と
な
り
、
発
熱
や
下
腹
痛
の

症
状
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
さ

ら
に
進
行
す
る
と
、
卵
巣
や
卵

管
周
囲
の
癒
着
の
た
め
不
妊
症

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

最
近
は
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
の

増
加
に
よ
り
、の
ど
が
痛
い
、
声

が
か
す
れ
る
と
い
っ
た
喉
頭
感

染
も
増
え
て
い
ま
す
。
風
俗
産

業
で
は
オ
ー
ラ
ル
セ
ッ
ク
ス
が

多
い
と
も
い
わ
れ
、
性
交
渉
が

な
く
て
も
感
染
す
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。 

 

ど
う
い
う
治
療
法
が 

あ
り
ま
す
か
？ 

 

　
淋
菌
感
染
症
‥
従
来
は
、
淋

菌
に
効
果
の
あ
る
抗
生
剤
を
内

服
す
る
こ
と
で
し
た
が
、
最
近

は
こ
れ
ら
の
抗
生
剤
の
効
か
な

い
淋
菌
が
増
え
た
た
め
、
さ
ら

に
強
い
抗
生
剤
の
注
射
や
点
滴

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染
症
‥
ク
ラ

ミ
ジ
ア
に
有
効
な
抗
生
剤
を
最

低
２
週
間
内
服
す
る
こ
と
で
す
。

最
近
は
１
日
１
回
で
有
効
な
強

力
な
抗
生
剤
も
あ
り
ま
す
。 

　
淋
菌
感
染
症
と
ク
ラ
ミ
ジ
ア

感
染
症
は
同
時
に
感
染
す
る
こ

と
も
多
く
、
両
方
の
治
療
が
必

要
と
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横浜市産婦人科医会　常任幹事  堀 裕雅 

夫（彼）が性病と 
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  9月 ★14日 小児の貧血 
 ★21日 小児の白血病 
 ★28日 後発品は、今（1） 
10月 ★  5日 後発品は、今（2） 
 ★12日 ヒトパピローマウイルスと子宮頸がん（1） 
 ★19日 ヒトパピローマウイルスと子宮頸がん（2） 
 ★26日 痔って何ですか? 
11月 ★  2日 痔の最新治療 
 ★  9日 糖尿病について（1） 
 ★16日 糖尿病について（2） 

9・10・11月の放送予定 
「みんなの健康」 tvkテレビ 

メディカルチェック 

毎週金曜日午後1時20分より 
（生放送のため、多少前後のずれがあります。ご了承下さい。） 

休 日 の 昼 間 は こ ち ら へ  

毎 日 の 夜 間 は こ ち ら へ  

内科・小児科　診療時間：午前9時～12時 午後1時～4時 内科・小児科・歯科　診療時間：午前10時～午後4時 
●青葉区休日急患診療所 （045）973－2707 
●緑区休日急患診療所 （045）937－2300 

●金沢区三師会立休日救急診療所 （045）782－8785 
●戸塚休日急患診療所 （045）852－6221

内科・小児科　診療時間：午前10時～午後4時 

神奈川県医師会中毒情報相談室【24時間対応】 
  （045）262－4199

横浜市歯科保健医療センター 
休日・夜間救急歯科診療   （045）201－7737 

休日診療：午前10時～午後4時  夜間診療：午後7時～11時 

●横浜市北部夜間急病センター   （045）911－0088 
　都筑区休日急患診療所1階　内科・小児科：午後8時～午前0時 
●横浜市南西部夜間急病センター   （045）806－0921 
　泉区休日急患診療所　内科・小児科：午後8時～午前0時 

★横浜市夜間急病センター   （045）212－3535  内科・小児科：午後6時～午前0時   眼科・耳鼻咽喉科：午後8時～午前0時 
★横浜市救急医療情報センター【24時間対応】 （045）201－1199

●横浜市旭休日急患診療所   （045）363－2020 
●泉区休日急患診療所   （045）801－2280 
●横浜市磯子区休日急患診療所   （045）753－6011 
●神奈川区休日急患診療所   （045）317－5474 
●横浜市港南区休日急患診療所   （045）842－8806 
●港北区休日急患診療所   （045）433－2311 
●栄区医師会休日急患診療所   （045）893－2999 

●横浜市瀬谷区休日急患診療所   （045）302－5115 
●都筑区休日急患診療所   （045）911－0088 
●鶴見区休日急患診療所   （045）503－3851 
●中区休日急患診療所   （045）622－6372 
●西区休日急患診療所   （045）322－5715 
●保土ヶ谷区休日急患診療所   （045）335－5975 
●南区休日急患診療所   （045）731－2416

第47回 横浜市健康づくり月間  
横浜市各区で、健康づくりに関するさまざまなイベントを行います。 

●鶴見区 
10月18日（木）13：00～15：00 
 鶴見公会堂 
 （JR鶴見駅西口フーガⅠ6階） 
10月1日（月）～31日（水） 
9：00～17：00 
 区民ホール 
 （鶴見区総合庁舎1階） 

●神奈川区 
10月7日（日）9：30～15：00 
 反町公園 

●西区 
11月4日（日）10：30～15：00 
 戸部公園 他 

●中区 
9月30日（日）10：00～15：00 
 根岸森林公園 

●南区 
10月7日（日）10：00～15：00 
 大岡健康プラザ、大岡はらっぱ 

●港南区 
10月21日（日）12：00～16：00 
 港南福祉保健センター 
 （港南区総合庁舎4階） 

●保土ケ谷区 
10月18日（木）13：30～15：00 
 保土ケ谷福祉保健センター 
10月20日（土）10：00～15：00 
 保土ケ谷へそ広場 

●旭区 
10月28日（日）10：00～15：00 
 旭区総合庁舎新館及びその周辺 

●磯子区 
9月30日（日）10：00～15：00 
 区民ホール（磯子区総合庁舎1階） 
 磯子公会堂 

●金沢区 
10月20日（土）10：00～15：30 
 海の公園 
〈予備日〉10月21日（日）10：00～15：30 

●港北区 
10月6日（土） 
14：00（開場13：00）～15：30 
 港北公会堂 
10月27日（土）9：30～15：00 
 新横浜駅前公園 

●緑区 
10月4日（木）14：00～16：00 
 緑公会堂 
10月21日（日）10：00～15：00 
 県立四季の森公園（雨天中止） 

●青葉区 
11月3日（土・祝）10：00～15：00 
 青葉スポーツセンター第1体育室 

●都筑区 
11月3日（土・祝）10：00～15：00 
 市営地下鉄センター南駅周辺 

●戸塚区 
11月3日（土・祝）10：00～14：00 
 東戸塚小学校 

●栄区 
11月17日（土）10：00～15：00 
 本郷中学校校庭 
〈予備日〉11月18日（日）10：00～15：00 

●瀬谷区 
10月28日（日）10：00～15：00 
 上瀬谷通信施設 原っぱ 

詳しくは各区の福祉保健センター 
または健康福祉局保健政策課（　671ー2454）へ 
お問い合わせください。 

「骨と関節の日」市民講演会 
◆日時／平成19年10月11日（木）午後2時～4時30分 
◆場所／横浜市関内ホール 小ホール 
講演1「運動器不安定症とは?」 
講演2「運動器不安定症をもたらす膝と足の変形性 
　　　関節症の治療」 
講演3「高齢者の背骨の病気」 
◆主催／横浜市整形外科医会、横浜スポーツ医会 
入場無料、事前申し込み不要、直接会場へお越し下さい。 
◆問い合せ先／古谷整形外科 　501-6461

高 齢 者 健 康 福 祉 講 演 会  
◆講　演／「松田 輝雄」（元NHKエグゼクティブアナウンサー） 
◆テーマ／高齢化社会に生きる 
◆日　時／平成19年11月29日（木）開演：13時30分 
◆会　場／関内ホール小ホールJR、市営地下鉄関内駅から徒歩5分 

ご希望の方は10月31日までに、往復ハガキに住所・氏名（2人まで）・
電話番号を、また返信用には代表者の住所・氏名を記入して、横浜高
齢者健康福祉財団（〒231-0062横浜市中区桜木町1-1横浜市健
康福祉総合センター7階  　045-201-9205）へ。抽選で80人。 

午前0時以降の内科・小児科の初期救急診療に対応する「基幹病院」については4面「医療クローズアップ」をご覧下さい。 


